
爾大藩中央自治会

西
大
沼
中
央
自
治
会
は
、
西
大
沼
３
丁
目
と

４
丁
目
で
構
成
さ
れ
、
世
帯
数
は

３３４
世
帯
で

す
。
こ
の
地
域
は
、
本
も
れ
び
の
森
に
隣
接
し

て
い
て
、
所
々
に
畑
が
散
在
し
、
緑
も
多
＜
里

山
の
雰
囲
気
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

大
沼
公
民
館
で
、
会
長
就
任
８
年
目
の
澁
谷

勇
会
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

当
白
治
会
も
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、

役
員
構
成
で
は
若
い
方
が
半
数
位
お
ら
れ
、
頑

張

っ
て
＜
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
工
さ
ん
、

電
気
屋
さ
ん
、
屋
根
屋
さ
ん
等
の
職
人
さ
ん
が

多
＜
、
何
か
あ

っ
た
時
の
対
処
は
早
く
、
助
か

っ
て
い
ま
す
。

お
祭
り
等
の
定
例
行
事
の
ほ
か
に
は
、
親
睦

会
の
よ
う
な
も
の
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
防

災

・
防
犯
に
は
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

年
１
回
、
近
隣
自
治
会
で
防
災
訓
練
を
行
っ

て
い
ま
す
。
人
命
救
助
の
模
擬
訓
練
も
積
極
的

に
取
り
入
れ
、
昨
年
は
ジ
ャ
ッ
キ
を
使
い
、
下

敷
き
に
な
っ
て
い
る
人
の
救
出
訓
練
を
し
ま

し
た
。
小
さ
な
自
治
会
で
す
の
で
、
近
隣
自
治

会
と
の
協
力
や
助
け
合
い
が
大
切
で
す
。
ま
た
、

民
生
委
員
の
方
が
お
年
寄
り
の
参
加
を
手
助
け

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、

月
２
回
、
８
区
に
分
け
、

区
単
位
の
当
番
制
で
行

っ
て
い
ま
す
。
皆
で
守

る
と
い
う
意
識
が
高
＜
、

参
加
す
る
会
員
も
多
い

で
す
。

当
自
治
会
の
不
便
な
点
は
、
集
会
所
が
な
い

こ
と
で
す
。
そ
の
為
、
行
事
後
の
ち
よ
っ
と
し

た
集
ま
り
の
場
と
し
て
、
本
も
れ
び
の
森
を
活

用
し
て
い
ま
す
。

昨
年
、
環
境
省
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た

「
木

も
れ
び
の
森
周
辺
美
化
活
動
」
は
、
地
域
住
民

の
皆
さ
ま
か
ら
も
大
変
喜
ん
で
も
ら

っ
て
い
ま

す
。
　

　

　

　

　

（
澁
谷
勇
会
長
　
談
）

取
材
の
最
後
に
は
、

会
長
か
ら

「
自
治
会
の

集
会
所
が
ほ
し
い
で
す

ね
‥
こ
と
た
め
息
の
よ

う
な
お
言
葉
が
あ
り
ま

し
た
。

次
回
は

「
自
治
会
法
人
西
大
沼
二
丁
目
自
治
会
」

の
予
定
で
す
。
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自
治
会
紹
介
シ
リ
ー
ズ

『
西
大
沼
中
央
自
治
会
』


